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４
月
１９
日
、
晴
れ
や
か
な
春
の

陽
気
の
中
、
婦
人
会
第
１
０
１
回

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
山
は
る
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た 日
°

に

か

け
て

|百雨雨
４
月
器
日
、
中
山
大

亮
様
祭
主
の
下
、
教
祖

誕
生
祭
が
執
行
さ
れ
た
。

名
残
り
の
桜
の
花
び
ら

が
舞
う
春
爛
漫
の
陽
気

に
迎
え
ら
れ
、
教
祖
盟

回
目
の
ご
誕
生
日
を
お

祝

い
し
よ
う
と
、
網
走

大
教
会
に
繋
が
る
よ
ふ

ぼ
く
信
者
も
１７
日
～
１９

お
ぢ
ば
に
参
集
し

‐７
日
夜
に
は
天
理
市
民
会
館
に

て

『陽
気
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
お
ぢ
ば
で
学
ぶ
学
生

達
の
吹
奏
楽
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
な
ど
の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
鑑
賞
し
た
。
ま
た
こ
の
日
、

ド
ー
ナ
ツ
の
会
で
は
毎
年
恒
例
の

教
祖

へ
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を

詰
所
で
焼
か
せ
て
頂

い
た
。

翌
１８
日
は
誕
生
祭
参
拝
後
、
本

部
中
庭
に
て

『
よ
ろ
こ
び
の
大
合

唱
』
が
開
催
さ
れ
、
快
晴
の
ご
守

護
の
中
、
皆
で
お
祝

い
申
し
上
げ

た
。
そ
の
後
詰
所
に
於

い
て
は
、

佃
煮
販
売
や
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
、

帰
参
者
は
賑
や
か
に
買
い
物
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。
夜
に
は
食
堂
で
親

睦
会
が
開
か
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、

教
会
長
夫
妻
の
デ

ュ
エ
ッ
ト
で
盛

り
上
が
り
、
最
後
に
は
大
教
会
長

家
族
が
大
ト
リ
を
飾

っ
た
。

え
婦
人
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

婦
人
会
が
掲
げ
て
い
る
成
人
目
標

を
、
会
員

一
人

一
人
が
よ
く
理
解

し
、
そ
れ
に
近
づ
く
努
力
を
し
て
、

ま
ず
自
分
自
身
を
錬
磨
し
て
い
く

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
引
き
続
き

官
森
内
統
領
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、

最
後
は
全
員
で
婦
人
会
会
歌
を
唱

和
し
て
閉
会
し
た
。
そ
の
後
記
念

行
事
と
し
て
講
演
会
が
各
会
場
で

開
か
れ
、
場
所
を
東
講
堂

へ
移
し
、

北
海
道
教
区
主
任

・
山
本
亨
子
先

生
の
実
体
験
を
交
え
た
お
話
を
聞

い
た
。
帰
参
期
間
中
は
晴
天
の
ご
守
護

に
恵
ま
れ
、

い
よ
い
よ
来
年
に
近

づ

い
て
き
た
婦
人
会
創
立
１
１
０

周
年

へ
向
け
て
、
実
働

の
歩
み
を

進
め
て
い
こ
う
と
の
決
意
も
新
た

に
、
充
実
し
た
お
ぢ
ば
が
え
り
と

な

っ
た
。


